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作成日： 2022年5月23日

わらべや日洋食品株式会社

（2021年度）

（対象期間：2021年4月1日～2022年3月31日）
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代表取締役社長

繪畑　将英

社長ごあいさつ

　当社は、コンビニエンスストア向けにお弁当・おにぎり・お惣
菜・和菓子などを提供する、「中食」事業を展開しています。
　長年にわたる事業活動の中で、省エネルギーや廃棄量削減など
に継続して取り組んでまいりましたが、当社の取り組みを改めて
形にし、ステークホルダーの皆様との環境コミュニケーションの
一貫として本レポートを作成いたしました。
　環境配慮は企業活動において必然であり、地球環境の保護なく
して企業や社会の存続はありません。
　社会の一員としての責任を果たすため、事業活動における環境
負荷低減、環境対策に今後も継続して取り組んでまいります。
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6. 環境に配慮した商品の開発・製造に努めます。

7. 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

わらべや日洋食品株式会社

代表取締役社長　　繪畑　将英

3. 創意工夫による省エネルギーを促進し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

4. 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

5. 安全で安心な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

1. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

2. 廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制に努め、食品リサイクル率の向上に努めます。

環　境　経　営　方　針

〔環境経営理念〕

私たちは、「中食」事業を通して、安全・安心、美味しさ、品質にこだわった

価値ある商品づくりに努めます。

2021年9月1日

また、地球環境の大切さを十分認識し、汚染の予防に努め継続的に環境に配慮した

企業活動を通して、地球の豊かな恵みの存続に貢献します。

〔環境保全への行動指針〕
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　茨城工場 茨城県小美玉市上玉里桜山50-137

　岩手工場 岩手県北上市相去町大松沢1-107

　福島工場 福島県郡山市喜久田町字双又34-13

　群馬工場 群馬県太田市大原町2394-1

　千葉工場 千葉県袖ヶ浦市永地字鎮守越1163

　札幌工場 北海道札幌市白石区平和通15丁目北8-35

　釧路工場 北海道白糠郡白糠町工業団地4-2-16

　大宮工場 埼玉県さいたま市北区吉野町2-10-1

　吉川工場 埼玉県吉川市南広島442-1

　浦和工場 埼玉県さいたま市桜区桜田3-3-2

　横浜工場 神奈川県横浜市都筑区川和町752

　相模原工場 神奈川県相模原市中央区宮下3-9-1

　デザート工場 神奈川県相模原市中央区宮下2-18-6

（2）所在地

　本社 東京都新宿区富久町13-15 

　東京工場 東京都武蔵村山市榎1-1-18

　村山第二工場 東京都武蔵村山市榎3-18-1

組　織　の　概　要

（1）事業者名及び代表者氏名

　事業者名 わらべや日洋食品株式会社

　代表者氏名 代表取締役社長　　繪畑　将英
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対象組織名：わらべや日洋食品株式会社

対象事業所：本社及び全工場（上記25工場）

　事業内容：調理済食品の製造、販売 （2021年度売上　￥75,626（百万円）

　大宮工場 761名 5,825㎡ 　福島工場 275名 3,827㎡

　デザート工場 441名 3,362㎡ 　岩手工場 525名 10,897㎡

　相模原工場 533名 9,206㎡ 　釧路工場 510名 4,920㎡

　横浜工場 638名 6,601㎡ 　札幌工場 490名 4,406㎡

　村山第二工場 323名 3,190㎡ 　千葉工場 280名 2,522㎡

　東京工場 1023名 15,031㎡ 　浦和工場 473名 4,791㎡

　本社 497名 6,890㎡ 　吉川工場 646名 11,408㎡

担当者 生産技術部 係長 秋山　拓也 同上

（5）事業規模

人数 述べ床面積 人数 述べ床面積

（4）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 生産技術部 部長 有田　博之 ℡：03-5363-7150

担当者 生産技術部 課長 浅見　正志 同上

　三木工場 兵庫県三木市志染町戸田字中尾1838番地230

　香川工場

※新潟工場：2022年3月末にて閉鎖
※摂津工場：2021年5月末にて閉鎖

（3）認証・登録の対象組織、事業所、事業内容

　摂津工場（※） 大阪府摂津市鳥飼上2-1-3

　滋賀工場 滋賀県野洲市野洲1679-1

　堺工場 大阪府堺市東区北野田830

　新潟工場（※） 新潟県見附市今町7-1383-3

　北陸工場 石川県白山市上小川町800番地10

　名古屋工場 愛知県日進市藤島町長塚74-22

　南アルプス工場 山梨県南アルプス市上今諏訪850-4

　上田工場 長野県上田市古里字松ノ木1727-16
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（2021年9月末日現在）

※摂津工場は2021年5月末で閉鎖のため、3月時点での数値

（環境年度は行政の年度に合わせて4月1日～3月末日としています）

（5）事業年度

3月　1日～　2月 末日 

　北陸工場 463名 7,058㎡ 合計 13,707名

　名古屋工場 1079名 14,190㎡

　新潟工場 242名 2,700㎡ 　香川工場 591名 13,106㎡

　上田工場 241名 4,196㎡ 　三木工場 544名 8,089㎡

　南アルプス工場 576名 6,652㎡ 　滋賀工場 750名 7,100㎡

　茨城工場 344名 4,205㎡ 　堺工場 659名 5,627㎡

人数 述べ床面積 人数 述べ床面積

　群馬工場 493名 4,547㎡ 　摂津工場 310名 3,420㎡
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※北海道事業部・東北事業部・北関東事業部・

中部事業部・東海北陸事業部・関西事業部・

首都圏生産部・生産QC部（生産QC室、お客様

相談室）・商品課等については、各地区の

拠点地の工場所属としています。

新規開発部
製品管理課 工務課

品質保証部

リサーチ・
イノベーション室

チルド商品部
製造一課 資材課

生産QC部
製造二課 管理課

関西事業部

生産管理部 システム部

各工場

生産技術部 米飯商品部

環境管理責任者

ＥＡ21推進委員会 EA21事務局

購買部 経理部 首都圏生産部 北日本事業部 中部事業部
東海北陸
事業部

環境経営組織及び役割・責任・権限

環境経営組織図

代表者
代表取締役社長

EA21内部環境監査員
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・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部（工場）の問題点の発見、是正、予防処置の実施

ＥＡ21内部環境監査員
・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

全社員・パートナー ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

ＥＡ21推進委員会
・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営レポートの確認

各部長
・

各工場長

・自部（工場）における環境経営方針の周知

・自部（工場）の社員、パートナーに対する教育訓練の実施

・自部（工場）に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部（工場）に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部（工場）の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

ＥＡ21事務局

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

代表者
（代表取締役社長）

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

役割・責任・権限表

役割・責任・権限
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□主な環境負荷の実績

※二酸化炭素排出係数 ㎏‐CO2/kWh

※今回は各工場共通で、R3.環境省・経済産業省公表の代替値を使用

□環境経営目標及びその実績

99% 99%

化学物質使用量削減 適正管理

環境に配慮した生産活動 （良品製造・作業行程効率化にて環境への配慮を図ります）

食品廃棄物の再資源化
率の向上

％ 99% 99% 99% ◯

0.074 0.073 0.072

基準年度比 2020年 99% 93.4% 実績年度比 99% 98%
動植物性残渣の削減

ｔ 12,005 11,885 11,210
〇

0.050 0.050 0.049

基準年度比 2020年 99% 102.1% 実績年度比 99% 98%
廃プラの削減

ｔ 7,522 7,447 7,678
✕

0.006 0.006 0.006

基準年度比 2020年 99% 63.6% 実績年度比 99% 98%
一般廃棄物の削減

ｔ 1,548 1,533 984
〇

0.029 0.028

基準年度比 2020年 99% 95.3% 実績年度比 99% 98%

0.747 0.739 0.732

水使用量の削減
千㎥ 4,614 4,568 4,399

〇
0.029

上記二酸化炭素排出量合計 t-CO₂ 114,000 112,860 113,804

0.004 0.004 0.004

基準年度比 2020年 99% 99.7% 実績年度比 99% 98%
自動車燃料削減

t-CO₂ 671 664.3 669
✕

0.335 0.331 0.328

基準年度比 2020年 99% 100.3% 実績年度比 99% 98%

燃料（都市ガス・LPG・
LNG・重油等）使用量の
削減

t-CO₂ 50,819 50,311 50,996
✕

0.404 0.400

基準年度比 2020年 99% 99.4% 実績年度比 99% 98%

2023年
（目標）（目標） （実績）

電力使用量削減の取組
み

t-CO₂ 62,510 61,885 62,139
✕

0.408

0.452

環境経営目標及びその実績

2020年
（基準値）

2021年 評
価

原単位
（t-CO2 /百万円）年度

項目 2021年
（実績）

2022年
（目標）

　同上基準実施率 ％ 99 99

総排水量 （千）㎥ 4,614 4,399

　食品再生利用等実施率 ％ 99 99

　減量量 0 0

　再生利用以外の量 0 0

2,973 3,719

　再生利用量 12,800 12,028

　熱回収量 0 0

　産業廃棄物排出量 ｔ 25,408 19,113

食品廃棄物

　発生量

ｔ

12,882 12,138

　発生抑制量

二酸化炭素総排出量 t-CO₂ 114,000 113,804

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 ｔ 1,548 984

　廃棄物処理量 81 110

主な環境負荷の実績

項目 年度 単位 2020年 2021年
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数値目標：○達成　　×未達成
取組内容：◎よくできた　◯まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組紹介欄

香川工場での太陽光発電
電力使用量（千kWh ）

取組紹介欄

エコジャケットの装着により、

燃料使用量（千㎥） 熱効率の改善の継続

2020年度
2021年度

2021年度
2020年度

1,7961,660 1,662 1,736 1,791 1,920 1,745

1,896 2,004 1,796 1,876

1,720 1,683 1,645 1,698 1,698

3月
1,723 1,661 1,741 1,736 1,732 1,682 1,765 1,792

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

・蒸気、温水配管の点検・修理 △

・ボイラーの台数制御 △

10,888

燃料（都市ガス・LPG・重油等）使用量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕

取
組
内
容

・蒸気配管へのエコジャケットの装着 △

12,684 11,456 10,232 10,356 10,511 9,525

〈今期取組内容〉
EA21内部環境監査時にて、エコジャケット装着のでき
ていない工場について是正指示をおこない、多くの工
場にて実施できているが、まだ足りていない箇所もあ
るので、継続して装着をおこなう。
生産数が昨年度より増えているが、今一度現場の見直
しをおこない、削減に努める。
〈来期取組内容〉
エコジャケットだけでなく、スチームトラップを省エ
ネタイプに変更などについても取組む。今一度意識向
上に努め取組みを進めていく。

10,768 10,788 9,931 10,238

10,532 11,102 12,117 13,831 14,241

3月
10,412 11,391 12,682 13,578 15,307 13,852 11,654 10,823

9月 10月 11月 12月 1月 2月

・太陽光発電の設置・稼働 ◯

4月 5月 6月 7月 8月

・不使用機械の電源OFF △

・朝礼、掲示物貼り出しによる節電喚起 △

・日々食数に応じた作業工程の見直し
（タイムリーな製造に努める）

〇

環境経営計画の取組結果とその評価　次年度の計画

電力使用量削減の取組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕

取
組
内
容

・工場照明のLED化 ◯
〈今期取組内容〉
LED化完了：三木、群馬、茨城、上田、
福島、釧路、札幌
2021年3月より、香川工場にて太陽光パネル発電の開
始。
発電稼働→2021.4～2022.3での発電量、984,675kWh
取組をおこなっているが、まだ内容が不足しているの
で、継続し取組み目標達成できるようにする。
〈来期取組内容〉
岩手、千葉にてLED化を検討している。

0

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電気使用量（千KWh） 2020年度

0

5,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

燃料使用量（千㎥） 2020年度
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取組紹介欄

給茶機での紙コップの使用削減の継続（本社）
一般廃棄物廃棄量（t）

取組紹介欄

廃プラ廃棄量（t）

2020年度

2021年度
2020年度

2021年度

693631 649 634 640 664 575

639 697 593 650

633 627 619 628 685

3月
569 613 605 612 650 608 633 653

9月 10月 11月 12月 1月 2月

・ゴミ袋、シートなどの厚みや材質について検討 ◯

4月 5月 6月 7月 8月

・無駄な使用、廃棄を抑える ◯

・廃プラ減容機の検討、導入 △

・容器包材のプラスチック材質の代替品等の検討 △

102

廃プラ廃棄量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕

取
組
内
容

・作業ミスによる廃棄量の削減 △

86 82 85 77 74 70

〈今期取組内容〉
処理機の導入をおこなっているが、作業に掛かる
労力・処理する際に発生する排水など、課題も多
く出ている。
昨年度コロナの影響で少なくなっていたが、今期
製造数が少し戻ってきた分、使用量が増えている
のでより一層の取組みが必要。
〈来期取組内容〉
処理機については継続して情報を収集し、継続し
て取組みをおこなう。

113 114 100 112

84 77 75 86 86

3月
131 143 133 140 146 142 140 135

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

・紙コップ使用の削減（マイコップの使用） ◯

・コピーの使用を抑える ◯

一般廃棄物排出量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ◯

取
組
内
容

・分別廃棄の徹底と掲示物の貼り出し ◯

〈今期取組内容〉
・掲示物の貼り出しについては、本社・工場とも
にきちんと取組みをおこなったが、特に本社では
コロナ禍ということで在宅勤務が多くなり、朝礼
などで全体に伝えていきにくい状態が続いている
ので、伝達方法などでより工夫が必要となってい
る。
〈来期取組内容〉
現在の取組みの継続を第一とし、新たな取組みも
できるように努める。
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取組紹介欄

動植物性残渣廃棄量（ｔ）

取組紹介欄

水使用量（千㎥）

2021年度
2020年度

381386 372 369 352 342 303

380 382 351 371

359 374 363 395 4032021年度
2020年度

3月
352 361 390 410 426 419 390 382

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

〈今期取組内容〉
昨年度と同様、本年度も朝礼等において意識向上
をおこない、継続して取組みをおこなっている。
昨年度首都圏向上にて実施した、手洗いシンクの
ノズル交換がまだ他工場へ展開できていないの
で、情報の共有を進めていく。
〈来期取組内容〉
取組みの継続

・節水部品の導入 △

・水圧調整にて、水量調整をおこなう ◯

1051

水使用量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ◯

取
組
内
容

・朝礼、掲示物貼り出しによる節水喚起 ◯

934 957 929 932 968 838

990 991 903 997

897 875 887 927 1015

3月
943 926 1004 1038 1104 1057 1035 1017

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月

・余剰発注、余剰製造の削減 ◯

・歩留まりの向上など、企画の見直し ◯

動植物性残渣廃棄量の削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ◯

取
組
内
容

・仕掛ロス、ミスの削減 ◯

〈今期取組内容〉
工場での取組みはしっかり実施されているが、昨
年に比べ食数が増えていることにより、それに
よって発生する仕掛品での廃棄や歩留まりの関係
で必然的に発生する廃棄が増えているので、工場
での取組みだけでなく、減容機なども併せて検討
している。
〈来期取組内容〉
取組みの継続と共に、歩留まりの見直しなど企画
を含め改善に取組む。減容機などについても併せ
て検討する。
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動植物性残渣廃棄量（ｔ） 2020年度
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取組紹介欄

水使用量（千㎥）

2021年度
2020年度

◯

環境に配慮した製品・サービスへの取組み 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

昨年度同様、多岐にわたり情報を集め、代替物質
の検討・切替に努めるようにしていく。
地球環境に配慮し、適正な使用量を厳守するよう
に努めていく。　　　　　　　　　　　　また使
用量だけでなく、安全面を配慮して、取り扱いに
十分気を付けるように、取り扱いの指導・教育も
しっかりおこなっていく。（特に外国籍の方が多
くなっているので、母国語での表記など掲示物等
にも配慮する）

取
組
内
容

・適正使用量の順守 ◯

・代替品の検討 ◯

・安全で安心な商品の提供 〇

・取り扱いについての指導、教育

24 27 19 26

化学物質の適正管理（使用量・保管）

取
組
内
容

・製造ミス（クレーム）の削減 △

・歩留まり向上や余剰生産残の削減 ◯

・容器包装のプラスチック削減 ◯

〈今期取組内容〉
サンドウィッチ包材の一部を紙包材に変更
製造ミスについてはゼロ
〈来期取組内容〉
包材の蓋部のトップシール化（プラスチック使用
の削減）

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

8

22 19 21 24 24 21 23 20

10 9 8 8 9 89 10 10 10 10

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

・社用車の台数見直し ◯

・アイドリングストップの徹底 ◯

・オンラインの活用で、移動を減らす △

〈今期取組内容〉
本社、工場ともにオンラインでの打合せ等を増や
していたが、コロナの落ち着きに比例して、外部
への移動が増えたのと、人混みを避ける必要から
社用車を使用する頻度が増えた為、結果昨年より
増えている。
〈来期取組内容〉
取組みの継続と、使用内容について再度見直す

自動車燃料使用量削減 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ✕

取
組
内
容

・社用車のハイブリット、エコカー化 ◯

0

500
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ガソリン・軽油使用量（千L） 2020年度
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高圧ガス保安法 該当圧力のボンベの有無確認、点検記録の保管、ボンベの鎖錠、管理

工業用水法
指定地域の確認

井戸使用許可申請書（地盤沈下防止対策として使用）

工場立地法 工場新設届・変更届（敷地面積9,000㎡以上、または建設面積3,000㎡以上）

化管法 PRTR該当薬品の保管場所での管理・施錠、SDSの保管

消防法

消防設備点検表

各届出（消防設備設置届出書・火を使用する設備等設置届出・防火管理者選任届出等）

消防計画の作成・避難訓練の実施、記録（年1回以上）

温暖化対策推進法
対策計画書の作成・提出・保管

実績報告書の作成・提出・保管

フロン排出抑制法

点検、整備記録（有資格者による定期点検）

点検、整備記録（自主または委託にての簡易点検）

フロン引取、回収証明書

算定漏洩量の報告（まとめ・報告は本社）

大気汚染防止法
（50ℓ以上/ｈ）ボイラーの設置届出

煤煙測定記録

悪臭防止法 規制地域かどうかの確認（該当の場合、測定が必要）

省エネルギー法
（エネルギーの使用の合理

化等に関する法律）

エネルギー管理士・員の選任、届出

エネルギー管理標準の作成・更新

定期報告書の作成、保管

水質汚濁防止法
特定施設設置届出

排出水質濃度測定記録

浄化槽法
特定施設設置届出

排出水質濃度測定記録

騒音規制法 ブロワー、圧縮機、送風機等の設置届出

振動規制法 ブロワー、圧縮機、送風機等の設置届出

下水道法
使用開始届

除害施設設置届出

食品リサイクル法
（平成19年度を基準値とする）再資源化率の目標達成の確認

定期報告書の作成、提出（まとめ・提出は本社）

公害防止組織法
排水量　1,000ｔ/日　以上ある場合の対応　

水質関係第4種公害防止管理者の資格者の選任、届出

環境関連法規名 確認事項

廃棄物処理法

一般廃棄物の収集・運搬　（契約書・許可証の記載漏れ、保管状況等）

産業廃棄物の収集・運搬、処分　（契約書・許可証の記載漏れ、保管状況等）

看板の設置　（設置状況、記載内容、連絡先明記等）

マニフェスト伝票の記載漏れ、保管状況

処分場の現地確認

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟の有無

関連する法規・確認事項
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本社・各工場確認結果

〇：遵守されている
―：該当しない

各工場の環境関連法規等の遵守状況評価を確認した結果、環境関連法規等は遵守されていました。
食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。
過去3年間にわたって、違反・訴訟等もありませんでした。

◯ ― ◯ ◯ ◯

― ― ―◯ ◯ ◯ ― ― ―

―

◯ ◯

工場立地法 ― ◯ ― ― ◯ ― ― ◯

― ― ― ― ― ―― ― ―

― ―― ― ― ― ― ―

◯◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯― ― ◯ ◯ ◯ ◯

―

◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯消防法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

―

工業用水法 ― ― ― ― ― ― ◯

― ― ― ― ― ―― ― ― ―

◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

高圧ガス保安法 ― ― ― ― ― ―

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯

化管法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯

フロン排出抑制法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

温暖化対策推進法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
省エネルギー法

（エネルギーの使用の合理化等に
関する法律）

◯ ◯ ◯ ◯ ◯

― ― ― ― ― ―― ― ― ― ― ―― ― ◯ ― ― ―

◯ ◯ ◯

悪臭防止法 ― ― ― ― 〇 〇 ― ―

― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ―◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

― ―

大気汚染防止法 ― ◯ ― ◯ ◯ ― ◯

― ― ◯ ― ― ◯― ◯ ◯ ◯ ◯ ―― ◯ ― ◯ ― ◯

◯

浄化槽法 ― ― ― ― ― ―

― ― ◯ ◯ ― ―◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯― ― ◯ ◯ ◯ ―水質汚濁防止法 ― ― ― ◯ ―

― ◯ ◯ ― ◯ ◯― ― ― ◯ ◯ ―― ― ◯ ― ◯ ―

◯ ― ―

下水道法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ―

― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ―

◯ ◯

振動規制法 ― ◯ ― ◯ ◯ ― ◯

◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯― ◯ ◯ ◯ ◯ ―◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯

騒音規制法 ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯

― ― ― ― ― ―― ― ― ― ― ―― ― ― ― ― ―公害防止組織法 ― ◯ ― ― ―

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

― ― ―

◯

食品リサイクル法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

三
木

香
川

廃棄物処理法 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

新
潟

北
陸

名
古
屋

摂
津

滋
賀

堺
岩
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福
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南
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上
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大
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釧
路

環境関係法規名

首都圏事業本部 地区事業本部

本
社

東
京

村
山
第
二

横
浜

相
模
原

デ
ザ
ー

ト
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本社・全工場にて内部環境監査を実施し、現場での問題箇所の指摘・
法令関係の書類の確認をおこない、是正していきました。
また、問題箇所を挙げるだけでなく、良かった点なども各工場に水平展開して
います。

弊社独自でのEMS（環境マネジメントシステム）を作成し、本社・全工場にて
展開し、それぞれ取組み目標を定め活動しています。社員・パートナーの目に
留まる場所に掲示をおこない、見るだけではなく朝礼にても呼掛けをおこない、
内容を理解してもらうように努めています。

「節水」・「節電」・「分別」等環境に関する掲示物を貼り出し、使用する方
への呼掛け、意識向上に努めています。
また、外国人パートナーの方への理解の為に、日本語表記だけではなく、
多言語での表記が全体的に不足しているので、きちんと他言語での掲示物
の貼り出しをおこない、社員・パートナーみんなでの活動にしていきます。

これまでの環境活動の紹介

・内部環境監査の実施

・エコアクション21活動の取り組みの掲示物

・掲示物にて呼掛け
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①工場及び工場周辺の清掃活動をおこない、地域の環境美化に貢献するように取組んでいます。

②工場にてペットボトルのキャップ分別回収をおこない、売買利益をワクチン製造費用にあて、

支援国に提供する活動をおこなっています。

③コロナウイルス感染防止により、使用されずに廃棄になる食材を使用した、各地域での

特徴のある商品の開発を行い、食品ロス削減とともに、生産者・事業者の皆様を応援し、

地域の地産地消の取組みをおこなっています。

④当社工場が立地する地域を中心に、各地域の実情やニーズに合わせて支援活動の

サポートをしています。

（例：東京工場（東京都武蔵村山市）では、武蔵村山市男女共同参画センターが主催する

「シングルマザー応援フェスタ」にて参加された御家庭に、生活にも当社にもなじみのある

「お米」を提供しています）

社会貢献活動への取組み

① ②

③ ④
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：2022年5月21日

　昨年同様、2021年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、世の中の動きや市場にて

大きな変動となる中での、本社・各工場に於いて環境対策としての取組みの継続をおこなって

きました。

ただ、コロナウイルス感染症の影響にて、本社・各工場にて感染者が多数発生した影響もあり、

取組みに於いてなかなか思うように進めていけないことも多くございましたが、その中でも

着実に一人一人の環境意識が高まってきていることを感じるとともに、より活動の重要性・

世の中での環境への意識の向上について感じられましたので、今後も継続して「エコアクション21」

の取組みについて強化を図り、より一層の成果を得られるように取組んでいきます。

環境経営方針 レ 変更なし 変更あり

環境経営目標・計画 レ 変更なし 変更あり

実施体制他 レ 変更なし 変更あり

代表取締役社長

繪畑　将英

代表者による全体の評価と見直し・指示
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